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日 時：2025 年 9 月 29 日 (月)  18:30－20:00 

報 告：文部省は経済的に困窮する子どもの就学をどのように保障しようとしたの

か：戦後初期における就学援助制度の成立過程を中心に 

報告者： 小長井 晶子 先生 

 (東京都立大学 人文社会学部 准教授)  

ハイブリット開催： 

 オンライン：ZOOM 

 対面：東京都立大学オープンユニバーシティ飯田橋キャンパス 

        （東京都千代田区飯田橋３－５－１ 東京区政会館 ３階 ３3 教室） 
 
ZOOM 申込 
 

 

 

 

対面申込 
 
 

 

お問い合わせ： 

東京都立大学子ども・若者

貧困研究センター 

E-mail:rccap@tmu.ac.jp 

https://us06web.zoom.us/meeting/register/xps_YDo

bRPqOX_rXLsOlAA 

 

 

経済的に就学困難な子どもの教育保障は、戦前から戦後初期、そして現代にも通ずる課題といえ

ます。今回は、教育委員会が教育費を援助する制度である就学援助の成立過程から、文部省がどの

ように子どもの就学を保障しようとしたのかを検討します。また、現在、低所得世帯に対する義務

教育費への援助は、公的扶助制度である生活保護の①教育扶助と、教育制度である②就学援助及び

③障害のある子どもに対する就学奨励の 3 つが部分的に競合する複雑な仕組みとなっていますが、

このような制度形態となった背景もあわせて見ていきます。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeU41ia

P3V_TwrNIktMmVShVDGwpWYm6a6yqVOYlMhjUtlz

og/viewform?usp=header 

 

 

子どもの貧困研究のフロンティア

定例学術研究会
＜第 50回＞
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